
は
じ
め
に

勝
海
舟
は
、
維
新
後
、
知
己
の
書
簡
な
ど
を
整
理
し
て
い
て
、
佐
久
間
象
山
か
ら
到
来
し
た
多
く
の
書
簡
に
は
み
な
天
下
・
学
術
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
感
嘆
し
て
い
る
(1
)が
、
こ
う
し
た
象
山
の
書
簡
や
上
書
、
墨
跡
類
な
ど
は
、
早
く
か
ら
収
集
と
整
理

の
努
力
が
な
さ
れ
、
史
料
集
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
(2
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
象
山
と
海
舟
の
間
の
往
来
書
簡
に
つ
い
て
み
る
と
、
両
者
が
単

に
師
弟
の
関
係
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
象
山
が
海
舟
の
妹
を
娶
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、
二
種
の
『
勝
海
舟
全
集
』(3
)

に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
も
、
相
当
の
数
に
上
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
何
れ
の
史
料
集
に
よ
っ
て
も
、
安
政
四
年
前
半

の
往
来
書
簡
は
確
認
で
き
な
い
(4
)こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
両
者
の
動
向
を
知
る
う
え
で
障
碍
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

さ
て
、
弊
架
の
勝
海
舟
宛
書
簡
集
(5
)に
つ
い
て
、
収
載
書
簡
の
多
く
が
新
知
見
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、

成
巻
の
配
列
に
従
い
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
き
た
(6
)が
、
そ
の
末
尾
に
位
置
す
る
の
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
佐
久
間
象
山
書
簡
で
あ
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る
。
同
書
簡
は
、
上
述
の
安
政
四
年
頃
に
お
け
る
史
料
的
空
白
を
補
填
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
史
料
価
値
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
書
簡
の
内
容

ま
ず
、
こ
の
書
簡
の
体
裁
を
記
せ
ば
、
縦
一
七
・
三
㎝
、
横
七
八
・
八
㎝
の
楮
紙
に
、
全
四
十
一
行
が
、
巻
末
に
近
づ
く
に
従
っ
て

行
末
が
左
へ
流
れ
る
よ
う
な
傾
向
の
筆
遣
い
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
差
し
出
し
の
日
付
は
年
を
略
し
、「
四
月
八
日
」
と
記
す
の
み
で
あ

る
。以

下
、
翻
字
を
示
し
（
句
読
点
は
筆
者
）、
写
真
版
を
後
掲
す
る
（
写
真
1
、
2
）。
誤
読
等
が
あ
れ
ば
ご
指
摘
い
た
だ
き
た
い
。

「
二
月
十
七
日
之
瑶
函
拝
接
、
愈
御
清
健
に
御
勤
修
被
成
御
座
候
御
容
子
承
之
、
喜
慰
之
至
奉
存
候
。
當
年
ハ
季
候
の
後
れ
候
の
ミ

ニ
無
之
、
時
氣
不
順
に
て
聖
京
に
腸
胃
熱
を
合
幷
候
様
の
感
冒
、
諸
國
一
統
ニ
流
行
致
し
、
免
れ
候
者
と
て
ハ
絶
て
無
之
候
様
ニ

承
候
。
中
ニ
ハ
重
候
時
疫
の
様
な
る
も
有
之
と
申
事
ニ
候
。
其
表
如
何
や
、
千
万
無
心
許
奉
存
候
ニ
就
奉
伺
候
。
賤
家
な
と
も
去

月
中
、
一
時
ハ
家
内
残
ら
す
致
平
臥
僮
僕
迄
も
動
き
得
す
差
困
り
ニ
候
所
、
い
つ
れ
も
輕
症
ニ
て
不
日
に
平
生
に
復
し
、
此
節
ニ

て
ハ
順
子
は
し
め
皆
々
健
在
候
間
、
乍
憚
御
放
念
可
被
成
下
候
。
偖
舊
冬
の
御
便
ニ
も
御
投
書
、
殊
に
洋
筆
澤
山
に
拝
戴
仕
難
有

奉
存
候
。
洋
筆
ハ
所
持
の
品
々
も
追
々
損
し
候
て
殆
と
事
を
欠
き
候
所
に
て
、
別
し
て
喜
感
無
已
奉
存
候
。
春
来
も
御
書
恵
、
其

上
御
肴
代
御
投
贈
、
何
共
恐
入
奉
服
佩
候
。
右
等
の
戴
謝
と
く
よ
り
可
申
上
候
所
、
春
中
ハ
遅
か
ら
す
御
帰
府
ニ
可
相
成
と
申
御

事
故
、
折
角
内
書
差
上
候
て
も
途
中
行
違
ニ
成
り
候
へ
ハ
詮
も
無
之
事
と
存
し
、
御
着
府
を
待
ち
候
て
段
々
之
御
禮
を
も
申
上
度

と
相
扣
居
候
處
、
此
度
の
御
帋
上
ニ
て
ハ
御
旅
装
ま
て
も
御
整
御
座
候
所
姑
く
御
滞
在
之
御
様
子
ニ
相
成
候
と
の
御
事
、
左
候
へ
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ハ
餘
り
御
無
音
に
相
成
候
ニ
付
、
御
疎
遠
の
申
譯
迄
ニ
此
紙
相
認
候
。
其
表
御
引
残
り
の
事
ハ
定
て
か
ね
て
御
懇
意
の
大
久
保
殿
、

其
表
の
鎮
臺
ニ
被
成
候
ニ
就
て
の
御
事
と
被
察
候
。
都
下
ニ
て
ハ
北
堂
君
御
始
御
待
侘
も
可
有
御
座
候
へ
と
も
、
此
時
節
ニ
付
い

か
様
も
御
劬
労
御
座
候
様
奉
祈
候
。
外
國
へ
遊
学
之
説
も
候
て
行
候
ハ
ん
模
様
も
有
之
と
の
事
、
何
よ
り
も
速
に
御
国
是
の
定
り

候
様
仕
度
も
の
ニ
御
座
候
。
清
國
に
て
又
々
戦
争
は
し
ま
り
候
よ
し
、
是
ハ
如
仰
本
邦
の
御
為
ニ
ハ
揆
ら
さ
る
天
幸
と
も
可
申
候
。

夫
等
の
間
に
何
卒
諸
事
御
本
手
ニ
参
り
候
様
私
祝
仕
候
義
ニ
御
座
候
。
土
州
藩
森
田
生
よ
り
お
願
候
一
詩
御
逓
致
被
成
下
奉
存
候
。

是
ハ
元
来
漢
学
門
人
ニ
御
座
候
所
、
中
々
文
才
有
之
候
者
ニ
て
候
。
洋
学
を
も
勧
め
候
處
、
随
分
志
ハ
有
之
候
様
子
ニ
候
へ
と
も
、

其
内
繁
勤
に
成
り
候
て
遂
ニ
果
さ
す
、
只
今
ニ
て
ハ
嘸
残
念
ニ
も
存
し
可
申
候
。
定
て
色
々
御
話
を
も
申
上
候
事
と
奉
存
候
。
蟻

川
生
も
親
父
看
病
の
為
に
去
年
中
此
地
へ
罷
越
し
候
所
、
幸
ニ
親
不
快
も
全
愈

�
�
�
�ニ

て
致
出
勤
此
方
へ
も
度
々
参
り
、
都
下
の
模
様

を
も
承
候
所
、
砲
学
の
一
事
の
ミ
に
て
も
慨
歎
の
事
共
多
く
候
様
被
存
候
。
某
か
ね
て
持
論
罷
在
候
通
、
只
今
よ
り

古
先
帝
王
舎
己
従
人
の
御
規
模
ニ
被
為
、
則
御
復
古
御
座
候
ハ
ゝ
二
十
年
を
出
す
し
て
学
術
技
藝
欧
羅
巴
諸
州
の
下
ニ
在
ら
さ
る

様
の
御
國
勢
ニ
至
り
候
事
も
難
か
る
ま
し
く
被
存
候
處
、
左
も
無
御
座
候
て
ハ
如
仰
一
二
百
年
を
経
候
と
も
尚
無
覚
束
、
誠
に
痛

哭
之
至
奉
存
候
。
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
、
蟻
川
生
猝
に
帰
府
仕
候
ニ
付
こ
れ
へ
相
託
し
、
舊
冬
以
来
御
疎
遠
の
申
譯
、
且
御
恵

賜
の
拝
謝
迄
草
略
申
上
候
。
い
つ
頃
の
御
帰
府
ニ
相
成
可
申
や
、
先
折
角
時
気
御
保
護
被
成
御
座
候
様
奉
祈
候
。
以
上
。

四
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
星
拝
白

勝
君
臺
下

近
詠
二
首
掛
御
目
候
、
御
一
粲
奉
希
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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二
、
分
析
と
年
紀
の
推
定

右
掲
の
書
簡
内
容
に
対
し
、
既
知
史
料
と
の
齟
齬
の
有
無
を
検
討
し
つ
つ
、
年
紀
の
推
定
を
行
い
た
い
。

ま
ず
、
本
書
簡
は
勝
(7
)か
ら
の
「
二
月
十
七
日
之
瑶
函
」
へ
の
返
信
と
し
て
四
月
八
日
付
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
勝
か

ら
象
山
に
宛
て
た
二
月
十
七
日
付
書
簡
は
、
今
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
(8
)。

次
に
「
聖
京
に
腸
胃
熱
を
合
幷
候
様
の
感
冒
、
諸
國
一
統
ニ
流
行
致
し
、
免
れ
候
者
と
て
ハ
絶
て
無
之
候
様
ニ
承
候
」
と
あ
っ
て
、

全
国
的
な
感
冒
流
行
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
武
江
年
表
』
巻
十
、
安
政
四
年
の
項
に
「
二
月
、
風
邪
を
病
む
も
の
多
し
」
と
あ

る
ほ
か
、『
温
恭
院
殿
御
実
紀
』
安
政
四
年
二
月
十
三
日
条
に
は
、「
就
風
邪
流
行
之
令
」
と
し
て
、
長
髪
や
供
連
れ
の
減
員
、
早
退
を

許
可
す
る
よ
う
目
付
へ
指
示
し
た
こ
と
が
み
ら
れ
(9
）、
さ
ら
に
は
『
疫
邪
流
行
年
譜
』
に
も
「
此
年
二
月
三
日
大
雪
降
リ
、
夫
ヨ
リ
日

ニ
寒
気
サ
ヘ
返
リ
、
為
ニ
風
邪
大
ニ
流
行
ス
。
此
時
モ
一
時
ニ
テ
直
ニ
止
ミ
タ
リ
。
此
邪
気
モ
京
坂
ヨ
リ
東
海
道
ヲ
流
行
シ
テ
来
ル
ト

云
フ
」
と
あ
っ
て
(10
)、
当
時
広
範
囲
に
わ
た
る
規
模
の
流
感
が
存
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

こ
の
感
冒
に
つ
き
本
書
簡
で
は
、
去
月
中
に
一
家
全
員
が
病
臥
し
た
も
の
の
漸
く
回
復
し
、「
順
子
」
も
健
在
で
あ
る
旨
を
記
し
て
い

る
が
、
象
山
の
安
政
四
年
二
月
三
十
日
付
八
田
慎
蔵
宛
書
簡
で
は
、「
賤
家
も
流
行
の
風
邪
に
三
人
平
臥
仕
居
候
」
と
し
て
、
一
家
が
風

邪
に
罹
り
臥
せ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
風
よ
け
の
屏
風
の
拝
借
を
頼
ん
で
い
る
(11
)。
さ
ら
に
同
年
三
月
四
日
付
八
田
宛
書
簡
に
は
、

「
今
日
頃
も
家
内
殘
ら
ず
病
人
に
て
御
座
候
處
、
幸
に
老
母
と
豚
犬
は
昨
日
來
大
に
輕
快
の
姿
に
相
成
、
嗣
で
善
候
に
相
成
外
、
兩
人
も

明
日
頃
は
多
分
宜
し
く
相
成
べ
く
被
存
候
」(12
)と
あ
る
の
で
、
三
月
に
な
っ
て
次
第
に
回
復
に
向
か
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
な
お

「
順
子
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
勝
の
妹
で
、
象
山
の
正
妻
と
し
て
嫁
い
で
い
る
の
で
、
そ
の
安
否
に
つ
き
特
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
「
舊
冬
の
御
便
ニ
も
御
投
書
」
と
し
て
洋
筆
を
、
つ
い
で
「
春
来
も
御
書
恵
」
と
記
し
て
肴
代
を
、
そ
れ
ぞ
れ
拝
受
し
た
こ

と
の
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
勝
か
ら
幾
度
か
の
来
簡
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
が
、
具
体
的
に
い
ず
れ
を
指
す
の
か
断
定
す
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る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
者
を
安
政
三
年
十
二
月
二
十
日
付
勝
書
簡
(13
)、
後
者
を
本
書
簡
冒
頭
に
み
え
る
「
二
月
十
七
日
之
瑶
函
」
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
十
二
月
二
十
日
付
勝
書
簡
の
内
容
に
は
、
象
山
書
簡
の
「
殊
に
洋
筆
澤
山
に
拝
戴
仕
難
有
奉
存
候
」

に
対
応
す
る
よ
う
な
洋
筆
を
象
山
に
送
っ
た
旨
の
記
述
が
な
い
ば
か
り
か
、
末
尾
に
「
餘
は
後
便
可
申
上
」
と
あ
る
た
め
、
十
二
月
二

十
日
か
ら
「
二
月
十
七
日
之
瑶
函
」
ま
で
の
間
に
さ
ら
に
別
の
象
山
宛
書
簡
が
存
在
し
た
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
象
山
は
筆
墨
硯
紙
に
拘
っ
た
(14
)と
い
う
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
何
時
頃
か
ら
「
洋
筆
」
を
用
い
て
い
た
か
に
つ
い
て
示
す

史
料
は
な
い
(15
)。
し
か
し
、
安
政
三
年
正
月
八
日
の
立
田
楽
水
宛
象
山
書
簡
に
は
、
立
田
の
所
蔵
品
を
見
た
象
山
が
、
こ
れ
を
清
国
製

な
が
ら
西
洋
人
の
墨
斗
の
用
に
作
ら
れ
た
品
で
、
三
つ
の
穴
の
う
ち
二
つ
は
鵞
管
を
立
て
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
鑑
定
し
、「
近
日
洋

文
認
め
其
墨
汁
を
も
造
り
用
ひ
候
節
、
こ
の
御
蔵
物
の
義
存
じ
當
り
、
必
ず
夫
な
る
べ
く
と
存
候
」
と
記
し
て
い
る
(16
)の
で
、
象
山
が

こ
の
頃
、
洋
製
墨
汁
(17
）
と
と
も
に
羽
ペ
ン
を
用
い
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
推
測
し
う
る
。

こ
う
し
た
数
次
に
わ
た
る
勝
か
ら
の
来
簡
に
対
し
、「
舊
冬
以
来
御
疎
遠
」
と
あ
る
よ
う
に
、
象
山
は
返
書
を
送
っ
て
い
な
か
っ
た
ら

し
く
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
本
書
簡
で
は
、「
春
中
ハ
遅
か
ら
す
御
帰
府
ニ
可
相
成
と
申
御
事
故
、
折
角
内
書
差
上
候
て
も
途
中
行
違
ニ

成
り
候
へ
ハ
詮
も
無
之
事
と
存
し
、
御
着
府
を
待
ち
候
て
段
々
之
御
禮
を
も
申
上
度
と
相
扣
居
候
處
、
此
度
の
御
帋
上
ニ
て
ハ
御
旅
装

ま
て
も
御
整
御
座
候
所
姑
く
御
滞
在
之
御
様
子
ニ
相
成
候
と
の
御
事
、
左
候
へ
ハ
餘
り
御
無
音
に
相
成
候
ニ
付
、
御
疎
遠
の
申
譯
迄
ニ

此
紙
相
認
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
勝
の
長
崎
海
軍
伝
習
は
安
政
二
年
七
月
に
始
ま
る
が
、
同
四
年
三
月
に
他
の
一
期
生
が
帰
府
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
は
残
留
と
な
っ
た
。
象
山
は
、
そ
う
し
た
中
で
行
き
違
い
が
生
じ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
返
書
を
躊
躇
し
て
い
た
が
、

残
留
決
定
を
知
っ
て
こ
の
書
簡
を
認
め
た
と
い
う
。「
此
度
の
御
帋
上
ニ
て
ハ
」
と
あ
る
の
で
、
残
留
の
報
は
二
月
十
七
日
付
書
簡
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
勝
の
安
政
四
年
二
月
十
六
日
付
岡
田
新
五
太
郎
宛
書
簡
に
は
、「
既
に
鉄
炮
方
之
者
は
当
四
日
に
出

立
、
私
旅
装
少
々
整
兼
、
三
、
四
日
見
合
居
候
処
、
江
戸
よ
り
引
残
可
申
之
命
相
下
り
、
ブ
レ
ー
フ
ス
タ
ー
ン
と
相
成
申
候
」
と
あ
っ

て
(18
）、
長
崎
残
留
の
説
明
を
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
象
山
に
対
し
て
も
、
翌
日
に
同
様
の
通
知
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
勝
の
残
留
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
象
山
は
「
御
懇
意
の
大
久
保
殿
、
其
表
の
鎮
臺
ニ
被
成
候
ニ
就
て
の
御
事
と
被
察
候
」

と
し
て
い
る
が
、
大
久
保
殿
す
な
わ
ち
大
久
保
忠
寛
が
長
崎
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
安
政
四
年
正
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
(19
)。

象
山
は
、
大
久
保
忠
寛
が
勝
の
才
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
(20
)た
め
、
大
久
保
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
大
久
保
は
長
崎
奉
行
を
辞
退
し
四
月
十
五
日
に
至
っ
て
駿
府
町
奉
行
に
転
じ
て
い
る
(21
)の
で
、
象
山
の
推
測
が
当
た
っ

て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

「
外
国
へ
遊
学
」
に
関
し
て
は
、
安
政
三
年
七
月
十
日
付
書
簡
(22
)で
象
山
は
勝
に
海
外
遊
学
を
勧
め
て
お
り
、
勝
も
十
二
月
二
十
日

の
書
簡
に
「
留
学
之
事
モ
多
分
相
極
候
様
風
聞
は
御
座
候
得
共
」
と
記
し
て
い
た
(23
)。
し
か
も
勝
は
、
留
学
実
施
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、

自
分
は
帰
府
せ
ず
長
崎
に
残
留
す
る
の
で
必
ず
留
学
生
へ
加
え
る
よ
う
に
と
、
伝
習
生
の
帰
府
前
か
ら
申
し
立
て
て
い
た
(24
)よ
う
で
あ

る
が
、
現
実
に
は
、
勝
の
残
留
は
決
ま
っ
た
も
の
の
留
学
生
派
遣
の
こ
と
は
進
展
が
な
か
っ
た
。
勝
が
実
際
に
海
外
渡
航
を
果
た
し
た

の
は
、
万
延
元
年
に
軍
艦
操
練
所
教
授
方
頭
取
と
し
て
咸
臨
丸
で
渡
米
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
内
容
分
析
か
ら
、
こ
の
書
簡
の
年
紀
は
安
政
四
年
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
と
、「
清
国
に
て
又
々
戦
争
は
し
ま
り
候
」
は
第
二

次
ア
ヘ
ン
戦
争
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
五
七
年
二
月
二
十
六
日
、
蘭
国
理
事
官
ク
ル
チ
ウ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
船
籍
を
名

乗
る
中
国
船
を
清
国
側
が
臨
検
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ア
ロ
ー
号
事
件
の
勃
発
を
長
崎
に
報
じ
た
(25
)。
こ
れ
を
長
崎
に

い
た
勝
が
二
月
十
七
日
付
書
簡
で
象
山
に
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(26
)が
、
勝
の
書
簡
を
う
け
て
象
山
が
「
是
ハ
如
仰
本
邦
の
御
為
ニ

ハ
揆
ら
さ
る
天
幸
と
も
可
申
候
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
夫
等
の
間
に
何
卒
諸
事
御
本
手
ニ
参
り
候
様
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
前
年
七

月
二
十
一
日
に
菅
鉞
太
郎
に
宛
て
た
象
山
書
簡
(27
)が
引
用
す
る
「
ロ
シ
ヤ
と
ト
ル
コ
の
戦
争
は
日
本
の
為
に
は
天
幸
と
可
申
、
此
隙
に

兵
備
御
整
に
相
成
候
様
有
御
座
度
」
と
い
う
長
崎
の
カ
ピ
タ
ン
の
言
と
類
似
し
て
い
て
興
味
深
い
。

「
土
州
藩
森
田
生
」
は
、
土
佐
の
漢
学
者
森
田
梅
礀
（
居
敬
)(28
)で
あ
ろ
う
。
梅
礀
が
梁
川
星
巌
の
玉
池
吟
社
に
お
い
て
漢
詩
を
学
ん

だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
経
学
に
つ
い
て
は
象
山
に
師
事
し
た
(29
)。
梅
礀
は
、
安
政
三
年
四
月
に
清
国
の
漁
船
が
土
佐
国
幡
多
郡
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の
海
岸
へ
漂
着
し
た
際
、
訳
官
と
し
て
漂
流
民
護
送
の
命
を
受
け
長
崎
ま
で
出
向
き
(30
)、
翌
四
年
正
月
十
七
日
に
引
き
渡
し
を
終
え
た

の
ち
は
、
約
一
月
の
間
、
現
地
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
様
々
な
人
物
を
歴
訪
し
た
と
い
う
(31
)が
、
こ
の
時
、
長
崎
で
伝
習
中
の

勝
に
会
い
、
詩
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
梅
礀
は
そ
の
時
の
感
慨
を
「
與
勝
君
論
兵
、
遂
賦
長
句
四
韻
以
呈
」
と
題
す
る
七
言
詩
に

残
し
て
い
る
(32
)が
、
竹
本
義
明
氏
は
両
者
の
会
談
に
つ
い
て
、「
海
舟
の
話
に
は
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
が
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
興
奮

が
こ
の
詩
に
は
乗
り
移
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
(33
)。
本
書
簡
の
中
で
象
山
は
、
漢
学
の
門
人
で
あ
っ
た
梅
礀
を
「
中
々
文
才

有
之
候
者
ニ
て
候
」
と
評
価
し
、
洋
学
を
勧
め
た
と
こ
ろ
当
人
に
そ
の
志
は
窺
え
た
も
の
の
、
職
務
繁
多
と
な
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
き
、「
嘸
残
念
」
と
す
る
人
物
評
を
示
す
と
と
も
に
、
梅
礀
と
勝
の
会
話
が
弾
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
「
定
て
色
々
御
話
を
も

申
上
候
事
と
奉
存
候
」
と
想
像
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
梅
礀
の
人
と
な
り
を
示
す
新
た
な
史
料
と
い
え
る
。

「
蟻
川
生
」
は
、
松
代
藩
士
蟻
川
直
方
（
賢
之
助
）
で
あ
る
(34
)。「
親
父
看
病
の
為
に
去
月
中
此
地
へ
罷
越
し
候
所
、
幸
ニ
親
不
快
も

全
愈
」
と
あ
る
が
、
二
月
二
十
二
日
の
山
田
兵
衛
宛
象
山
書
簡
に
、「
近
日
蟻
川
父
親
看
病
に
て
立
歸
の
所
、
病
気
も
幸
快
方
に
て
」
と

あ
る
(35
)の
で
、
江
戸
に
い
た
蟻
川
(36
)が
父
の
看
病
の
た
め
国
元
へ
戻
っ
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
た
だ
し
蟻
川
帰
国
の
時
期
に
つ
い
て
、

『
増
訂
象
山
全
集
』
は
安
政
三
年
春
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
上
述
の
二
月
二
十
二
日
付
山
田
兵
衛
宛
象
山
書
簡
の
年
紀
を
同
年
と
す
る

ほ
か
、
安
政
四
年
七
月
二
十
二
日
の
三
村
晴
山
宛
象
山
書
簡
(37
)に
「
当
春
蟻
川
生
立
帰
」
と
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、「
当
春
は
昨
春
の

誤
写
か
」
と
頭
注
す
る
。

し
か
し
、
安
政
三
年
七
月
二
十
一
日
の
菅
鉞
太
郎
宛
象
山
書
簡
(38
)に
は
「
過
日
蟻
川
生
よ
り
も
内
書
到
来
候
処
、
彼
表
講
武
場
の
稽

古
な
ど
も
埒
な
し
を
極
め
候
よ
し
殊
の
外
致
歎
息
申
遣
し
候
」
と
あ
り
、
ま
た
安
政
四
年
八
月
三
日
の
櫻
井
幸
三
郎
宛
吉
田
栄
太
郎
書

簡
(39
)に
は
、「
昨
年
久
保
清
太
郎
（
割
注
省
略
）
在
府
之
節
、
松
代
蟻
川
賢
之
助
君
ニ
託
し
北
山
安
世
子
ま
て
音
耗
を
通
候
処
、
蟻
川
ハ

帰
国
（
傍
書
省
略
）
北
山
ハ
西
遊
と
承
候
得
は
、
大
ニ
失
力
候
。
然
処
七
月
上
旬
頃
（
下
略
）」
と
あ
る
の
で
、
蟻
川
の
帰
国
は
安
政
三

年
秋
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
前
述
の
安
政
四
年
七
月
二
十
二
日
付
三
村
晴
山
宛
書
簡
に
は
「
当
春
蟻
川
生
立
帰
の
節
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面
会
承
り
候
処
、
講
武
所
な
ど
の
定
式
も
慥
に
立
ち
不
申
、
其
の
号
令
の
詞
な
ど
悪
劣
な
る
を
ば
、
某
方
の
に
改
り
候
も
有
之
、
蟻
川

な
ど
の
致
し
候
所
多
く
人
も
見
倣
い
候
と
申
事
に
候
」
と
あ
り
、
蟻
川
の
報
告
と
し
て
安
政
三
年
四
月
に
開
校
し
た
講
武
所
の
教
授
内

容
に
不
都
合
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、『
増
訂
象
山
全
集
』
の
頭
注
は
誤
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
月

二
十
二
日
付
山
田
兵
衛
宛
書
簡
の
年
紀
は
安
政
四
年
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
本
稿
が
紹
介
す
る
象
山
書
簡
の
内
容
と
齟
齬
は
生
じ
な
い
。

本
稿
の
象
山
書
簡
中
に
あ
る
「
都
下
の
模
様
を
も
承
候
所
、
砲
学
の
一
事
の
ミ
に
て
も
慨
歎
の
事
共
多
く
候
」
は
、
こ
う
し
た
初
期
の

講
武
所
(40
)の
有
様
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
舎
己
従
人
」
と
い
う
経
書
由
来
の
語
句
は
、「
某
か
ね
て
持
論
罷
在
候
通
」
の
文
が
示
す
ご
と
く
象
山
の
好
ん
で
用
い
る
と
こ
ろ
で
、

天
保
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日
の
「
海
防
に
関
す
る
藩
主
宛
上
書
」(41
)で
は
洋
式
軍
備
の
必
要
性
を
説
く
際
に
使
わ
れ
、
文
久
二
年
十
二

月
二
十
四
日
の
「
攘
夷
の
策
略
に
関
す
る
藩
主
宛
答
申
書
」(42
)で
も
、
外
国
の
長
じ
た
点
を
摂
取
し
つ
つ
公
武
合
体
を
進
め
る
べ
き
と
す

る
主
張
の
な
か
で
、
こ
の
語
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
安
政
五
年
三
月
六
日
の
梁
川
星
巌
宛
書
簡
(43
)で
は
、
兵
権
の
復
古
に
よ
り
皇
朝
を

振
興
さ
せ
る
べ
き
時
期
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
「
舎
己
従
人
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
御
復
古
御
座

候
ハ
ゝ
二
十
年
を
出
す
し
て
学
術
技
藝
欧
羅
巴
諸
州
の
下
ニ
在
ら
さ
る
様
の
御
国
勢
ニ
至
り
候
事
も
難
か
る
ま
し
く
」
は
、
象
山
の
尊

皇
思
想
の
昂
揚
傾
向
が
安
政
四
年
末
(44
)以
前
よ
り
み
ら
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
、「
如
仰
一
二
百
年
を
経
候
と
も
尚
無
覚
束
」
は
、

勝
の
十
二
月
二
十
日
付
書
簡
に
「
今
よ
り
二
百
年
も
経
不
申
候
て
は
諸
学
盛
に
相
発
同
力
を
い
た
し
候
事
は
有
之
間
敷
」
と
あ
る
(45
)を

受
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

書
簡
の
奥
に
追
伸
し
た
「
近
詠
二
首
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
欠
逸
し
て
お
り
、『
省
諐
録
』
や
『
増
訂
象
山
全
集
』
に
整
理
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
和
歌
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
。
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お
わ
り
に

以
上
、「
大
星
」
す
な
わ
ち
佐
久
間
象
山
の
四
月
八
日
付
勝
宛
書
簡
を
検
討
し
て
き
た
が
、
記
載
内
容
か
ら
そ
の
年
紀
を
安
政
四
年
と

推
定
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
伝
存
の
有
無
は
不
明
な
も
の
の
安
政
四
年
二
月
十
七
日
付
勝
書
簡
が
存
在
し
、
象
山
の
返
書
か

ら
あ
る
程
度
そ
の
内
容
を
推
測
で
き
る
こ
と
や
、
長
崎
に
お
け
る
森
田
梅
礀
と
勝
の
接
触
が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
、
ア
ロ
ー
号
事
件
に

対
す
る
象
山
の
反
応
の
一
端
を
知
り
得
た
こ
と
等
々
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
同
年
前
半
の
象
山
と
勝
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
状
況
が
、
多

少
な
り
と
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

勝
海
舟
宛
書
簡
集
の
紹
介
と
考
察
は
こ
れ
を
も
っ
て
擱
筆
す
る
が
、
本
稿
に
掲
出
し
た
象
山
書
簡
を
は
じ
め
、
勝
宛
書
簡
集
に
収
め

ら
れ
た
個
々
の
文
書
が
、
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
(46
)。
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注（
1
）
江
戸
東
京
博
物
館
史
料
叢
書
『
勝
海
舟
関
係
資
料
海
舟
日
記
（
二
）』、
元
治
元
年
十
一
月
十
一
日
条
頭
注
に
、「
放
官
之
後
、
龍
居
無
事
、
旧
友
之
書

翰
を
古
箱
中
に
探
く
り
、
十
年
之
知
己
大
低
泉
下
之
鬼
と
な
る
を
歎
す
、
就
中
象
山
之
手
翰
之
多
き
、
皆
天
下
之
要
を
論
し
、
或
は
学
術
之
昧
蒙
を
解

く
も
の
比
々
と
し
て
絶
へ
す
、
実
に
英
物
逸
才
な
り
し
か
、
今
鬼
籙
に
入
る
」
と
あ
る
（
以
下
、
本
稿
に
引
用
す
る
史
料
は
、
適
宜
筆
者
が
句
読
点
を

補
っ
た
）。
な
お
こ
の
頭
注
に
は
さ
ら
に
、「
唯
一
知
己
小
楠
之
近
日
龍
之
助
公
子
之
侍
読
と
成
り
し
と
云
を
聞
く
」
と
あ
る
。
長
岡
護
美
と
と
も
に
新

政
府
登
用
を
命
じ
ら
れ
た
横
井
小
楠
が
、
剥
奪
さ
れ
て
い
た
熊
本
藩
の
士
席
を
回
復
し
新
政
府
の
参
与
と
な
っ
た
の
は
慶
應
四
年
閏
四
月
の
こ
と
で
あ

る
が
、
明
治
二
年
正
月
に
は
十
津
川
鄕
士
ら
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
海
舟
日
記
』
に
当
該
頭
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、
こ
の
間
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
色
部
祐
二
郎
編
『
象
山
書
翰
集
』（
明
治
四
十
四
年
二
月
、
有
朋
堂
書
店
）、
信
濃
教
育
会
編
『
象
山
全
集
』（
大
正
二
年
九
月
、
尚
文
館
）、
同
『
増
訂

象
山
全
集
』（
昭
和
九
年
七
月
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
）。
な
お
、『
象
山
書
翰
集
』『
象
山
全
集
』『
増
訂
象
山
全
集
』
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
原
田
和
彦

「
佐
久
間
象
山
関
連
資
料
に
つ
い
て
　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（『
松
代
』
一
九
、
二
〇
〇
五
年
、
松
代
文
化
施
設
等
管

理
事
務
所
）
参
照
。

（
3
）
『勝
海
舟
全
集
』
別
巻
一
（
一
九
八
二
年
四
月
、
勁
草
書
房
）、『
勝
海
舟
全
集
』
二
（
昭
和
五
十
七
年
二
月
、
講
談
社
）、『
同
』
別
巻
（
平
成
六
年
四
月
）。

な
お
勝
宛
の
象
山
書
簡
は
、
勁
草
版
が
二
十
八
通
、
講
談
社
版
は
四
十
通
を
収
載
す
る
。
両
者
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
講
談
社
版
の
別
巻
八
九
三
頁
参

照
。
ち
な
み
に
、
こ
の
他
に
『
海
舟
全
集
』
一
〇
（
昭
和
四
年
三
月
、
改
造
社
）
に
も
海
舟
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
来
簡
類
は
全
く
な
く
、
象

山
宛
書
簡
も
み
ら
れ
な
い
。

（
4
）
講
談
社
版
『
勝
海
舟
全
集
』
に
よ
れ
ば
、
安
政
三
〜
四
年
に
か
け
て
の
象
山
と
勝
の
間
の
往
来
書
簡
は
、
象
山
筆
が
安
政
三
年
三
月
二
十
二
日
、
同
七

月
十
日
、
同
十
月
六
日
、
安
政
四
年
八
月
二
十
二
日
、
勝
筆
は
安
政
三
年
五
月
六
日
、
同
十
二
月
二
十
日
の
も
の
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
、

『
勝
海
舟
全
集
』
は
講
談
社
版
に
よ
る
。

（
5
）
巻
子
装
一
巻
。
縦
二
二
・
五
㎝
、
横
五
〇
四
・
五
㎝
（
見
返
し
、
尾
紙
を
含
む
）。
外
題
、
内
題
な
し
。
本
稿
で
用
い
た
名
称
は
、
便
宜
的
に
付
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
6
）
拙
稿
「
木
梨
精
一
郎
書
簡
に
つ
い
て
」（『
杏
林
社
会
科
学
研
究
』
二
八
│
二
）、
同
「
年
紀
不
明
の
西
郷
吉
之
助
書
簡
に
つ
い
て
」（『
同
』
二
九
│
一
）、

同
「
黒
龍
丸
を
め
ぐ
っ
て
」（『
同
』
三
一
│
三
）。

−67−

安政四年の佐久間象山と勝海舟 （10）



（
7
）
勝
の
号
「
海
舟
」
に
つ
い
て
、『
氷
川
清
話
』
に
そ
の
由
来
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
勝
海
舟
全
集
』
二
一
│
五
頁
）
も
の
の
、
用
い
始
め
た
時
期
は
判
然

と
し
な
い
。
安
政
年
間
に
両
者
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
の
宛
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
勝
君
」「
象
山
先
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た

め
、
以
後
の
本
稿
で
は
勝
海
舟
お
よ
び
佐
久
間
象
山
の
呼
称
に
つ
き
、
原
則
と
し
て
「
勝
」「
象
山
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
8
）
ち
な
み
に
、『
勝
海
舟
全
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
両
者
間
の
往
来
書
簡
を
年
代
順
に
整
理
す
る
と
、
次
表
の
ご
と
く
に
な
る
。
圧
倒
的
に
象
山
書
簡
が

多
い
が
、
伝
来
条
件
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
表
中
で
（
象
山
）
と
し
た
も
の
は
、
差
出
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

象
山
書
簡
で
あ
る
。

（
9
）
『新
訂
増
補
国
史
大
系
　
続
徳
川
実
紀
』（
以
下
、『
続
徳
川
実
紀
』
と
略
す
）
三
│
三
三
六
頁
。

（
10
）
『東
京
市
史
稿
』
変
災
編
三
│
一
〇
一
一
頁
（
大
正
五
年
三
月
、
東
京
市
役
所
）。

（
11
）
『増
訂
象
山
全
集
』
四
│
五
三
六
頁
。
以
下
、
同
書
所
収
書
簡
の
年
紀
は
、
原
則
と
し
て
同
書
の
推
定
に
よ
る
。

（
12
）
『増
訂
象
山
全
集
』
四
│
五
三
七
頁
。
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（
13
）
『勝
海
舟
全
集
』
二
│
七
七
頁
。

（
14
）
宮
本
仲
『
佐
久
間
象
山
』
五
五
四
頁
（
昭
和
七
年
二
月
、
昭
和
一
一
年
二
月
増
訂
第
二
刷
、
岩
波
書
店
）。

（
15
）
ち
な
み
に
安
政
三
年
十
月
六
日
付
の
勝
宛
象
山
書
簡
に
は
、
夏
に
呉
筆
を
貰
っ
た
こ
と
の
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
│
六
三
頁
）。

（
16
）
『増
訂
象
山
全
集
』
四
│
四
二
六
頁
。

（
17
）
象
山
は
洋
製
墨
汁
の
製
法
に
も
明
る
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
立
田
楽
水
宛
書
簡
に
は
ま
た
、「
西
洋
諸
国
一
般
に
用
ひ
候
墨
汁
は
、
定
て
御
承
知
も
可
有

御
座
候
、
彼
の
没
食
子
の
煎
汁
に
緑
礬
を
和
し
候
も
の
に
て
、
此
方
常
用
の
墨
の
如
く
用
ひ
候
に
臨
み
磨
し
候
に
及
ば
ず
、
か
ね
て
よ
り
液
に
て
貯
へ

候
も
の
に
御
座
候
」
と
も
あ
る
。

（
18
）
『勝
海
舟
全
集
』
二
│
四
一
頁
。

（
19
）
『続
徳
川
実
紀
』
三
│
三
二
九
頁
。

（
20
）
『安
政
四
年
七
月
二
十
二
日
付
の
三
村
晴
山
宛
象
山
書
簡
に
「
一
昨
年
勝
な
ど
も
大
久
保
氏
に
附
き
其
邊
見
分
も
致
し
候
」（『
増
訂
象
山
全
集
』
四
│
五

八
一
頁
）
と
あ
る
。

（
21
）
『続
徳
川
実
紀
』
三
│
三
五
三
頁
。

（
22
）
『勝
海
舟
全
集
』
別
巻
│
五
五
頁
。

（
23
）
注
（
13
）
参
照
。

（
24
）
安
政
四
年
二
月
十
六
日
付
岡
田
新
五
太
郎
宛
勝
書
簡
に
「
留
学
之
事
と
決
候
は
ゞ
、
少
子
は
帰
府
不
致
、
直
に
留
学
生
之
内
江
召
加
ら
れ
候
様
願
度
」

な
ど
三
条
を
申
し
立
て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
勝
海
舟
全
集
』
二
│
四
一
頁
）。

（
25
）
『維
新
史
料
綱
要
』
二
│

三
〇
一
頁
。『
海
軍
歴
史
』
巻
の
五
に
収
載
の
ド
ン
ク
ル
・
キ
ユ
ル
シ
ユ
ス
書
簡
に
は
「
安
政
四
年
二
月
朔
日
」
あ
る
い
は

「
安
政
四
年
二
月
二
日
」
と
換
算
し
た
注
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
旧
暦
二
月
三
日
に
相
当
す
る
（『
勝
海
舟
全
集
』
八
│
一
九
四
・
一
九
五
頁
）。

（
26
）
勝
は
安
政
四
年
二
月
十
六
日
付
岡
田
新
五
太
郎
宛
書
簡
（
注
24
参
照
）
で
も
、「
当
春
入
津
之
喎
蘭
商
船
に
て
承
り
候
処
、
唐
広
東
に
て
昨
年
当
地
江
参

り
候
泙
船
、
戦
争
相
始
候
よ
し
」
と
記
し
て
い
る
。

（
27
）
『増
訂
象
山
全
集
』
四
│
五
一
三
頁
。

（
28
）
寺
石
正
路
『
土
佐
偉
人
伝
』（
大
正
三
年
、
沢
本
書
店
。
昭
和
五
十
一
年
九
月
、
歴
史
図
書
社
復
刻
）、
松
村
巌
「
森
田
梅
礀
」（『
土
佐
史
談
』
四
五
、

昭
和
八
年
十
二
月
）、
竹
本
義
明
「
森
田
梅
礀
、
清
国
漂
流
民
護
送
余
話
」（『
土
佐
史
談
』
二
三
一
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。
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（
29
）
な
お
、
現
存
す
る
象
山
の
門
弟
帳
「
訂
正
　
及
門
録
」（『
増
訂
象
山
全
集
』
五
│

七
六
一
頁
）
は
重
複
を
含
め
て
四
六
一
名
を
記
す
が
、
こ
れ
は
記
載

の
対
象
期
間
も
限
ら
れ
、
象
山
の
門
人
全
て
を
含
ん
だ
も
の
で
は
な
い
の
で
、
漢
学
塾
「
亀
山
書
院
」
の
塾
頭
水
上
雄
風
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

梅
礀
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
坂
本
保
富
「
門
人
帳
資
料
「
訂
正
及
門
録
」
か
ら
み
た
象
山
塾
の
入
門
者
│

幕
末
期
に
お
け
る
「
東
洋
道

徳
・
西
洋
芸
術
」
の
教
育
的
展
開
」（『
日
本
歴
史
』
五
〇
六
、
平
成
二
年
七
月
）
参
照
。

（
30
）
『土
佐
清
水
市
史
』
上
巻
（
昭
和
五
十
五
年
一
月
、
土
佐
清
水
市
）
七
〇
一
頁
、
松
浦
章
『
安
政
二
・
三
年
漂
流
小
唐
船
資
料
』（
平
成
二
十
年
三
月
、

関
西
大
学
出
版
部
）
五
五
八
頁
。

（
31
）
竹
本
「
森
田
梅
礀
、
清
国
漂
流
民
護
送
余
話
」。

（
32
）
『梅
花
鶴
影
莊
三
集
』（
明
治
三
十
一
年
三
月
、
森
田
敬
雄
・
森
田
徳
麿
）
巻
六
、「
西
征
餘
稿
」
に
、「
灞
上
棘
門
児
戯
同
、
心
兵
誰
得
似
君
雄
、
情
形

看
到
五
洲
外
、
窠
臼
脱
來
三
畧
中
、
碽
震
雷
聲
摧
大
地
、
帆
搏
鵬
翼
駕
長
風
、
先
欽
膽
氣
強
人
意
、
未
問
轅
門
踐
血
功
」
の
詩
が
あ
る
。

（
33
）
竹
本
「
森
田
梅
礀
、
清
国
漂
流
民
護
送
余
話
」。
上
述
の
ご
と
く
、
梅
礀
の
「
西
征
余
稿
」
に
は
「
勝
君
」
と
姓
が
あ
る
の
み
で
名
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
竹
本
氏
は
「
こ
の
「
勝
君
」
は
勝
海
舟
（
一
八
二
三
〜
九
九
）
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
私
の
見
解
だ
。」
と
す
る
。

（
34
）
蟻
川
直
方
に
つ
い
て
は
、
宮
本
『
佐
久
間
象
山
』（
六
一
四
頁
、
七
五
七
頁
）
や
『
吉
田
松
陰
全
集
』（
原
版
一
〇
│

九
七
頁
、
普
及
版
一
二
│

三
四
一

頁
）
に
略
伝
が
あ
る
。

（
35
）
『増
訂
象
山
全
集
』
四
│

四
三
七
頁
。

（
36
）
蟻
川
が
出
府
し
た
の
は
、
安
政
三
年
四
月
の
村
上
誠
之
丞
宛
象
山
書
簡
（『
増
訂
象
山
全
集
』
四
│

四
六
六
頁
）
に
「
正
月
下
旬
蟻
川
舎
弟
出
府
の
節
に

候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
三
年
正
月
と
思
わ
れ
る
。

（
37
）
『増
訂
象
山
全
集
』
四
│

五
七
五
頁
。

（
38
）
注
（
27
）
参
照
。

（
39
）
『吉
田
松
陰
全
集
』
五
│

四
七
二
頁
（
昭
和
十
年
、
岩
波
書
店
）。

（
40
）
創
建
時
の
講
武
所
に
つ
い
て
は
、「
講
武
所
」（『
東
京
市
史
外
篇
』
第
三
、
昭
和
五
年
三
月
、
東
京
市
役
所
）
参
照
。

（
41
）
日
本
思
想
大
系
五
五
『
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
・
佐
久
間
象
山
・
横
井
小
楠
・
橋
本
左
内
』（
一
九
七
一
年
六
月
、
岩
波
書
店
。
以
下
、『
日
本
思
想
大

系
』
五
五
と
略
す
）
二
六
二
頁
。

（
42
）
『日
本
思
想
大
系
』
五
五
│

三
二
一
頁
。
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（
43
）
『増
訂
象
山
全
集
』
五
│
八
頁
。

（
44
）
植
手
通
有
氏
は
、「
安
政
四
年
末
か
ら
日
米
通
商
条
約
締
結
を
め
ぐ
っ
て
危
機
感
が
昂
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
彼
に
お
い
て
も
天
皇
（
朝
廷
）
の
政
治
的

権
威
に
期
待
を
か
け
る
傾
向
が
強
ま
り
（
下
略
）」（「
佐
久
間
象
山
に
お
け
る
儒
学
・
武
士
精
神
・
洋
学
│
横
井
小
楠
と
の
比
較
に
お
い
て
│
」（『
日
本

思
想
大
系
』
五
五
│
六
七
四
頁
））
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
45
）
注
（
13
）
参
照
。

（
46
）
な
お
勝
宛
書
簡
集
に
は
、
木
梨
精
一
郎
、
西
郷
吉
之
助
、
坂
本
龍
馬
に
続
い
て
、
本
稿
に
と
り
あ
げ
た
佐
久
間
象
山
の
前
に
、
岩
倉
具
視
と
三
條
實
美

の
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
短
信
で
内
容
に
乏
し
く
、
こ
と
さ
ら
一
稿
を
成
す
ほ
ど
で
も
な
い
た
め
、
翻
字
の
み
を
こ
こ
に
付
記
す
る
と

と
も
に
、
書
簡
集
全
体
の
写
真
を
本
稿
末
尾
に
掲
げ
て
お
く
（
写
真
3
〜
6
）。

○
岩
倉
具
視
筆
勝
海
舟
宛
書
簡

｢

明
廿
二
日
條
公
出
仕
ニ
付
、
例
剋
必
御
参
可
給
候
、
但
小
生
、
寺
嶋
等
ニ
ハ
正
午
十
二
時
ヨ
リ
延
遼
舘
米
公
使
會
食
ニ
付
早
出
候
間
、
旁
右
申
入

置
度
早
々
、
已
上

十
二
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
視

勝
参
議
殿

（
封
筒
）
勝
参
議
殿
　
　
岩
倉
右
大
臣

差
置

」

○
三
條
實
美
筆
勝
海
舟
宛
書
簡

「
御
面
談
仕
度
義
有
之
候
間
、
今
日
十
字
参
邸
有
之
度
候
也
、

七
月
十
二
日

実
美

勝
殿

（
封
筒
）
勝
参
議
殿
　
　
実
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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安政四年の佐久間象山と勝海舟 （14）


